
（様式第２号） 
令和 ３年１２月２７日 

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書 

所在地： 新潟県燕市分水あけぼの一丁目 1 番地 72 
名 称： 大河津建設株式会社 
代表者： 代表取締役社長 伊藤 昭芳 

 
 当社は、下記のとおりＳＤＧｓ達成に向けた取組を行い、積極的にＳＤＧｓを推進することを宣言します。 

記 

分野 
(三側面) 

具体的取組 
2030 年に向けた指標 

（現状値：2021 年度） 
関連する
ゴール 

環境 

【現在行っている取組】 
 本社におけるコピー用紙使

用量の削減率 
12 
 

13 

【今後新たに行う取組（コピー用紙使用量削減）】 
会議資料、決裁文書等のペーパーレス化を進めることで
コピー用紙使用量を削減する。 
2022 年よりコピー機使用枚数をカウントし、2022 年実
績より３０％削減を目標とする。 

【現状値】 未把握 
【目標値】  

2022 年度集計分より
30%削減 

社会 

【現在行っている取組（人間ドックの勧奨）】 
人間ドックを受診する社員に対して、補助する制度を設
け、ドック受診を勧奨している。 

全従業員数に対する人間
ドック受診者数の割合 

3 
【今後新たに行う取組（人間ドックの勧奨）】 
補助額を引き上げることで更なるドック受診勧奨を行う。 【現状値】    ６％ 

【目標値】  ３０％ 

経済 

【現在行っている取組（ICT の推進）】 
ICT 活用工事に関する社外研修に参加し、知識と技
術の習得に努めている。 

ICT 施工技術を活用した
工事の割合 

8 
 
9 

【今後新たに行う取組（ICT の推進）】 
ICT施工技術を活用することで、業務の効率化を図る。 
 

【現状値】  ２０％ 
【目標値】  ６０％ 

その他 

【現在行っている取組】 
 
 

 
 

【今後新たに行う取組】 
 
 

【現状値】 
【目標値】 
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